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新
春
恒
例
の
大
洗
町
消
防
白

C
辻
初
め
式
ガ

?
月
7
日
午
前
叩
碍
か
ら
¥
寒
風
暁
き
す
さ
ぶ
な

か
大
洗
港
埠
頭
用
地
内
七
小
幡
県
議
を
は
じ
め
大

勢
の
来
賓
を
迎
え
勇
壮
に
行
な
わ
れ
ま
し
だ
。

出
初
め
式
は
大
洗
町
消
防
閉
(
ハ
合
田
部
吉
顧
問

畏
・
由
員
別
名
)
ガ
士
気
の
高
揚
と
開
毘
の
防
火つ

て
い
る
も
の
で
す
。

式
典
は
菌
旗
掲
揚
で
始
ま
り
¥
人
員
と
機
械
器

異
の
点
模
¥
竹
内
田
長
式
辞
¥
表
彰
(
主
な
受
賞

者
は
別
掲
の
と
お
り
て
第
四
分
盟
ヘ
新
調
し
た

ま
と
い
の
伝
達
¥
退
職
者
謝
辞
¥
来
賓
祝
辞
¥
谷

田
部
団
長
答
辞
な
ど
次
々
と
進
行
し
だ
後
¥
フ
ェ

ハJ
「
タ
ミ
ナ
ル
前
に
設
聾
さ
れ
疋
検
閲
台
上
の

町
丙
町
長
に
対
し
て
¥
分
列
行
進
を
行
な
い
全
日

程
一
宅
終
了
し
ま
し
だ
。

蔵
寒
の
中
で
の
式
典
で
毘
員
の
皆
さ
ん
に
は
か

ら
古
の
目
立
ら
冷
え
疋
も
の
と
患
い
ま
す
。
ご
苦

労
ざ
ま
で
し
た
。
田
畏
の
皆
さ
ん
も
¥
こ
の
山
意

試
に
感
謝
し
¥
U
火
の
関
山
ρ
を
山
掛
け
ま
し
ょ
う
。

306を

7
円
何
日
¥
大
洗
町
成
人
式

ガ
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。
今
年

の
成
人
者
は
一
一
一

O
六
名
(
男
一

五
六
名
¥
女
一
五

O
名
〉
で
¥

式
典
に
は
二
四
七
名
、
ガ
出
席
し

ま
し
疋
。
男
性
は
新
語
の
ス
ー

ツ
¥
女
性
は
握
り
裕
、
ガ
タ
タ
<
¥

式
場
は
華
や
か
な
雰
由
気
に
つ

つ
ま
れ
ま
し
疋
。

式
は
小
ハ
〈
ロ
師
役
の
開
式
の
こ

と
ば
で
始
ま
り
¥
中
山
早
苗
さ

ん
(
磯
浜
)
の
ビ
戸
ノ
演
奏
で

寸
君
、
ガ
代
L

を
全
員
で
斉
唱
し

疋
後
¥
小
池
信
子
さ
ん
〈
大
費
〉

ガ
先
導
し
て
大
洗
開
民
憲
章
を

唱
和
し
ま
し
だ
。
次
に
竹
内
町

長
か
ら
¥
成
人
を
祝
い
¥
「
ザ
右
者

ら
し
い
気
概
と
邑
的
意
識
を
持

ち
¥
日
々
努
力
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
L

と
の
式
辞
ガ
述

べ
ら
れ
、
成
人
を
代
表
し
て
清

忠
わ
ず
J

つ川ノキ
)
/
H

i
成
人
の
祝
!

「
北
潜
遵
フ
ェ
リ
ー
の
旅
」

レ
ゼ
ン
ト

今
年
も
¥
東
日
本
フ
ェ
リ
ー

株
式
会
社
と
日
本
沿
海
フ
工

リ
株
式
会
社
か
ら
¥
成
人
の

祝
に
べ
戸
で
北
海
道
フ
ェ
リ
ー

の
酷
ガ
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

だ
。
こ
の
大
洗
(
ノ
北
海
道
フ
ェ

リ
乗
船
岩
(
ベ
戸
〉
の
描
選

会
は
、
成
人
式
終
了
後
間
式
典

会
場
で
行
な
わ
れ
¥
当
選
者
、
か

発
表
さ
れ
る
疋
び
に
¥
式
の
緊

張
感
か
ら
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
成

人
か
ら
大
き
な
歓
声
ガ
上
ガ
り

ま
し
だ
。

当
選
さ
れ
た
別
揚
の

6
名
の

方
々
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
、
竹
内

記
長
か
ら
棄
齢
券
を
受
け
と
り

ま
し
疋
ガ
¥
会
場
力
ら
「
誰
れ

と
行
く
ん
だ
/
L
と
ひ
や
か
さ

れ
る
こ
と
し
き
り
で
し
だ
。

ヲ

人

名

者

ヲ

宮
利
之
君
〈
磯
浜
〉
に
成
人
証

書
及
び
記
急
口
出
(
電
車
)
ガ
贈

ら
れ
ま
し
だ
。
続
い
て
全
員
ガ

起
立
し
¥
小
山
耕
治
君
(
大
貫
)

ガ
コ
公
民
と
し
て
修
養
・
研
績

に
努
め
¥
社
会
の
発
展
に
重
献

し
ま
す
し
と
い
う
却
歳
の
決
意

こ
の
後
¥
名
誉
町
民
の
小
幡

五
郎
県
議
会
議
員
及
び
和
田
俊

雄
町
議
会
議
長
か
ら
祝
詣
と
灘

間
の
祝
評
、
ガ
あ
り
¥
県
知
事
か

ら
の
新
成
人
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
歪
口
問
野
収
入
役
ガ
代
読
し
ま

し
定
。続
い
て
¥
出
席
さ
れ
疋
却
名

の
来
賓
の
紹
介
と
祝
電
披
露
ガ

あ
り
¥
終
わ
り
に
川
又
陽
子
さ

ん
(
磯
浜
)
ガ
ら
「
海
e
つ
く
り

冬
の
風
物
詩

大
会
や
マ
リ
ン
タ
つ
の
完
成
な
ど
¥
新
し
い
大

洗
田
の
ス
タ
ト
の
年
に
成
人
を
む
か
え
疋
意
義

を
自
費
し
¥
町
民
憲
章
を
山
に
刻
ん
で
人
格
向
上

に
励
み
ま
す
し
と
謝
辞
ガ
述
べ
ら
れ
、
田
口
教
育

長
の
閉
会
の
こ
と
ば
で
式
典
は
と
ど
こ
あ
り
な
く

厳
粛
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
新
成
人
の
皆
さ

ん
¥
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
洗
肱
上
げ
大
会
開
催

手
づ
く
母
親
青
hv

山
配
さ
れ
左
前
夜
の
雨
模
様

の
天
気
も
す
っ
か
り
上
ガ
り
¥

真
青
な
冬
~
空
に
雲
一
つ
な
い
日

和
と
な
っ
た
去
る
ぺ
|
用
り
日
目
、

大
洗
胴
上
げ
大
会
ガ
大
洗
サ
ン

ビ
チ
を
会
場
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
だ
。

こ
の
大
会
も
第

4
司
自
を
迎

え
¥
「
冬
の
風
物
詩
し
と
し
て

す
っ
か
り
定
蓄
し
¥
午
前

8
時

却
八
刀
の
受
品
開
始
と
同
時
に
、

一
¥
二

O
O名
の
小
学
生
か
ら

一
搬
ま
で
の
凧
づ
く
り
愛
搭
者

ガ
続
々
と
参
加
を
申
し
込
み
¥

人
出
も
一
一
一

¥
0
0
0人
と
昨
年

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
だ
。

競
技
は
別
掲

4
部
門
に
分
か

れ
¥
地
上
審
査
を
終
え
だ
午
前

叩
時
¥
打
上
げ
花
火
を
合
図
に

一
斉
に
上
げ
ら
れ
¥
高
揚
審
査

に
日
や
り
ま
し

E
o

浜
風
も
ム
三
つ
勢
い
ガ
な
<
¥

に
舞
う

間
上
げ
に
皆
さ
ん
苦
労
し
ま
し
疋
ガ
¥
そ
れ
で
も

一
斉
に
上
つ
だ
色
彩
も
豊
か
な
手
、
つ
く
り
踊
は
大

空
に
壮
観
を
呈
し
ま
し
た
。

ま
だ
¥
今
年
も
会
場
に
集
ま
つ
だ
人
々
に
¥
熱

い
臨
汁
の
サ
ー
ビ
ス
ガ
あ
り
¥
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
ガ
¥
決
の
方
々
か
ら
材
料
等
の
無
償
提
供

の
奉
仕
ガ
あ
り
ま
し

E
。

肉
却
培

1
万
波
食
肉
屈
〈
一
氷
時
)

昧
鴎
初
旬
・
割
ば
し
て
五

O
O本
l
新
屋
酒
臣

(
明
神
司
)
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消
防
関
係
の
主
な
被
表
彰
者

円

v
消
訪
庁
長
官
表
彰

〈
、
氷
年
勤
続
功
労
意
〉

第
六
分
団
長
海
老
沢
好
一

マ
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〈
精
績
章
〉

第
一
分
団
長
兼
川
川
次
夫
殿

第

四

分

団

長

有

国

己

義

澱

マ
茨
城
県
知
事
表
彰

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

副

団

長

深

作

伊

佐

男

殿

V
茨
城
県
消
間
協
会
長
表
彰

〈
妻
女
感
謝
状
〉

第
六
分
団
長
妻
海
老
沢
ゆ
き
江
殿

第
五
分
団
長
妻
弁
川
八
重
子
殿

第
四
分
団
長
妻
石
崎
き
よ
の
殿

(
他
は
紙
面
の
都
合
上
省
略
き
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
)

殿

大
洗
瓶
上
げ
大
会
入
賞
者

マ
小
学
校
低
学
年
の
部

優
勝
藤
間
陽
介
(
大
賞
小
)

準
優
勝
小
野
瀬
良
絵
(
磯
浜
小
)

第
3
位
関
根
伸
夫
(
大
貫
小
)
)

第
4
位
関
喜
問
先
(
お
崎
小
)

第
5
位
出
沢
幸
奈
子
(
稲
荷
小
)

マ
小
学
校
高
学
年
の
部

優
勝
山
本
麻
里
(
大
賞
小
)

準
優
勝
鴨
川
友
子
(
大
貫
小
)

第
3
位
長
谷
川
正
憲
(
磯
浜
小
)

第
4
位
荻
沼
裕
子
(
大
貫
小
)

第
5
位
小
林
哲
也
(
磯
浜
小
)

V
中
学
生
の
部

優
勝
小
野
瀬
貴
子
(
南
中
)

準
優
勝
士
口
問
文
子
(
南
中
)

第
3
位

幸

自

修

(

南

中

)

第
4
位
小
野
瀬
光
子
(
南
中
)

第
5
位

郡

司

優

子

(

一

中

)

マ
高
校
・
一
般
の
部

優

勝

松

井

勲

(

阿

見

町

)

準
優
勝
目
味
鋭
(
日
立
市
)

第
3
位

関

沢

純

(

鹿

島

町

)

第
4
位
菊
池
英
嗣
(
大
子
町
)

第
5
位

大

森

藤

(

日

立

市

)

成
人
の
祝
・
北
海
道
の
旅
当
選
者

関

根

栄

さ

ん

(

新

町

8
)

渡
辺
康
範
き
ん
(
角
一

3

2

)

荘
南
幸
男
さ
ん
(
寺
釜
叩
)

大
関
宿
一
美
き
ん
(
原
研
住
宅
)

関
清
子
さ
ん
(
大
谷
川
)

幸
四
美
枝
子
さ
ん
(
成
問
)
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車力

役

小

谷

隆

亮

春
実
、
の
候
、
町
民
各
伎
に
お
か
れ

ま
し
て
は
歳
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
こ
の
度
一
月
一
日
付
け
を

も
ち
ま
し
て
不
肖
私
、
助
役
を
拝
命

レ小ψやψ小ψ小も小ψ々、ψ小中小ψ小浩々、、U小w宇宙小ψ小ψ々、ψ小ψ小ψ小池v小ψ小中小ψ小中小ψ々、ψ小泊〆小ψ~ψ小ψ今ψ'れψ々、ψ小、ι

助役⑧収入役
..Jh 

イ歪

こf通うい~つ

収
入
役

高

野

勇

瀬

寒
さ
厳
し
い
折
柄
、
皆
様
に
は
ま

す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
拝
察
申
し

あ
げ
ま
す
。

き
て
去
る
十
二
月
の
定
例
町
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
収
入
役
選
任
に
つ

い
た
し
ま
し
た
。
今
そ
の
責
任
の
重

大
き
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

今
回
、
大
洗
町
は
活
性
化
を
図
る

た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
街

路
・
運
動
公
開
閥
・
海
浜
公
園
・
マ
リ

ン
タ
ワ

i
建
設
や
底
面
禁
理
事
業
等

が
展
開
さ
れ
、
大
洗
港
を
中
核
と
し

た
り
ゾ

i
ト
地
と
し
て
の
機
能
整
備

が
着
実
に
そ
の
実
効
を
あ
げ
て
き
て

お
り
ま
す
。
更
に
港
湾
背
後
の
土
地

利
用
の
具
体
化
も
白
前
に
迫
っ
て
お

り
、
こ
こ
数
年
で
町
の
様
相
は
大
き

く
変
わ
ろ
、
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
の
慎
重
か
つ
大
胆
な
施

策
の
展
開
が
章
一
要
性
を
増
し
、
ま
た

こ
れ
ら
情
勢
変
化
に
対
応
し
、
つ
る
体

制
の
整
備
も
急
務
と
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
「
未
来
は
現
代
に
あ
り
」
と

申
し
ま
す
。
愛
す
る
郷
土
を
立
派
に

ニ
十
一
世
紀
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
基

盤
づ
く
り
を
考
え
る
時
、
こ
れ
か
ら

が
最
も
大
切
な
時
期
で
あ
る
と
の
認

識
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

も
と
よ
り
私
は
微
力
で
あ
り
ま
す

が
、
お
受
け
し
た
以
上
は
釘
民
各
位

の
御
協
力
を
拠
り
所
と
し
て
、
竹
内

町
長
の
意
を
体
し
揮
身
の
カ
を
込
め

て
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
旧
に

倍
す
る
ご
指
導
と
ご
鞭
撞
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

晶
V
A紺
V

A

V

A細
V

A
紺
V

A

事
A
骨
V
A制
V
A必
V

A必
V

A
紺
V

A

V

A
骨
V
A樹
W
V
A繍
W
X
A慨
V
A細
切

V
A倒
W
Y
A概
V
A紺
W
V
A
申
A
W
V
A似
W
X
A
W

い
て
の
同
意
を
い
た
だ
き
、
一
月
一
背
後
地
の
開
発
や
大
洗
鹿
島
線
の
沿

日
付
、
収
入
役
を
拝
命
い
た
し
ま
し
線
開
発
等
の
他
、
諸
々
の
施
策
を
通

た
。
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る
怠
い
で
し
て
町
の
活
性
化
に
向
け
て
の
限
り

一
杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り
浅
な
い
前
進
を
回
り
住
民
福
祉
の
向
上

学
葬
オ
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
に
資
す
べ
く
総
力
を
結
集
し
て
遁
進

各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の
し
て
お
り
ま
す
。

光
栄
あ
る
積
一
一
貫
を
全
う
す
べ
く
全
し
か
し
反
面
現
下
の
財
政
環
境
は

カ
を
傾
注
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
の
極

ま

す

。

め

て

重

要

な

時

期

に

大

任

を

仰

せ

っ

ご
案
内
の
と
お
り
大
洗
町
は
町
長
か
り
ま
し
た
以
上
微
力
で
は
ご
ざ
い

を
先
頭
に
「
港
の
あ
る
豊
か
な
海
浜
ま
す
が
町
民
の
皆
様
方
の
信
頼
に
お

文
化
都
市
」
実
現
の
た
め
大
き
く
前
応
、
え
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い

進
し
て
お
り
、
大
洗
な
ら
で
は
の
諸
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

機
能
が
生
か
さ
れ
、
マ
リ
ン
タ
ワ

i

町
民
の
皆
様
方
、
ど
う
ぞ
今
後
と

の
建
設
に
並
行
し
て
の
附
帯
施
設
や
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
鞭
撞
の
程
を

新
し
い
商
業
環
境
の
創
出
、
マ
リ

i

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
就
任
の
ご

ナ
建
設
、
海
浜
公
罰
の
整
備
促
進
と
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

規
財
(
昭
和
六
十
年
十
月
一
臼
施
行
)

に
よ
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
町
内
小
中
学
校
長
か
ら
推

せ
ん
の
あ
っ
た
、
一
二
十
二
名
の
児
童
生

徒
が
、
竹
内
町
長
か
ら
ひ
と
り
ず
っ
、

善
行
賞
、
善
行
パ
ッ
ヂ
、
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
緊
張
の
・
中
に
も
、
ど
こ
と

な
く
和
や
か
な
ム

l
ド
の
中
、
町
長
や

来
賓
の
方
の
お
祝
い
と
励
ま
し
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
磯
浜
小
三
年
・
:
小
沼
美
幸
・
名
雪

愛
・
藤
合
唱
利
恵
・
藤
枝
裕
子
・
奥
沢

風
尉
・
:
小
泉
香
織
・
荒
川
一
雅

人
U

で
中
野
谷
憲
一

醤j
行j
t少j
j年j
jをt
j表
;彰

昨
年
、
十
ニ
月
二
十
一
日
、
午
後
三

時
三
十
分
か
ら
役
場
で
、
議
同
行
賞
授
与

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
大

洗
町
青
少
年
の
よ
い
行
い
を
た
た
え
る

六
年
・
・
・
飛
田
剛
史

令
祝
町
小
二
年
・
:
喜
多
恵
・
一
ニ
年
:
・

、
氷
山
愛
・
コ
一
年
・
:
小
川
梢
・

菊
池
義
信
・
川
上
み
ね
子
・
六
年
:

塙
真
了
後
藤
竜
也
・
阿
部
義
則
・

会

原

義

品
噌
大
賞
小
一
年
・
:
小
松
崎
も
え
ぎ
・

三
年
:
・
伏
見
加
奈
子
・
遠
峰
久
美
・

石
塚
め
ぐ
み
五
年
:
・
荻
沼
千
栄
子

A
V

一
変
海
小
六
年
・
:
清
宮
貴
子
・
深
作

友
恵
・
米
川
香
織

や
第
一
中
三
年
・
:
関
根
健
一
・
及
川

美
佐
子

。
南
中
二
年
:
・
大
堀
茂
男
・
仲
鴫

万
紀
子
・
沼
山
恵
子

大洗町告示第20号
地方自治法第243条の3第l項及ぴ大洗町財政状況の作成及び

公表に関する条例によりわたしたちの町の財政状況(沼和62年

4月1日より 9月30日)を次のとおり公表します。

昭和62年12月l日

執符済額…1，513，695千円
(執仔率"，30.7%)

昭和62年度一般会計
(性質別)状況

(単{立:千円)

i眼入済額…1，891 ，261千円
(収入率"'38.3%)

予算額…4，651，097千円宏

一般会計昭和62年震予算執行状況(昭和62年9月末日現在)
入)

竹向大洗町長

IK 分 予9月i算末現言額十

人 {宇 費 1，563，576 

物 イ牛 費 332，178 

維持補修費 24，056 

扶 効 費 198，134 

被助費等 272，224 

普通建設事業費 1，715，9551 

(1) 補 効

(2) 単 独

災害復i日事業費

0. 、¥ 償費 439，2541 

積 立 金 9，134 

投資及び出資金 1，941 

貸 f寸 金 8，480 

繰 出 金 77，614 

子 イ蕗 費 8，550 

ぷ口入 言十 4，651，097 

(単位:千円)

主主 分 現計予算額
繰越事業費等 予備費

言十 支出済額 執行率繰越額 支出額等

1 .議 ぷZ〉三h 費 98，566 98，566 48，817 49ラ'5

2.総 務 費 835，505 835，505 397，223 47.5 

3. Eモ 生 費 546，450 546，450 202，952 37.1 

4.衛 生 費 347，827 347，827 140，125 40.3 

5 労 働 費 1 1 。
6 農林水産業費 175，448 338 175，786 51，346 29.2 

7 商 工 費 71，602 71，602 42，631 59.5 

8.土 木 費 1，540，760 286，172 1，826，932 185，587 10.2 

9. i肖 防 費 175，451 175，451 75，160 42.8 

10.教 予著 費 383，902 383，902 145，189 37.8 

11.災害復 18費 l 1 。
12.公 イ責 費 441，066 441，066 199，036 45.1 

13.諸支出金 25，630 25，630 25，629 99.9 

14‘予 イ蒲 費 8，888 ム338 8，550 。

歳出合計 4，651，097 286，172 4，937，269 1，513，695 30.7 

出)(歳(単位:千円)

区 分 王見計予算額 繰繰越越綴事充業当費財等源 計 収入済額 収入率

1 .町 主党 2，165，401 2，165，401 1，206，966 55タ.67 

2.地方譲与税 33，322 33，322 9，079 27.2 

3. 娯税楽交施付金設利用 44，000 44，000 17，712 40.3 

4 交自動付車金取得税 20，652 20，652 9，612 46.5 

険制交付税 389，209 389，209 276，058 70.9 

トI ら‘ 交特通別j安交全付対金策 6，150 6，150 2，668 43.4 

7 分担金及び負 73，974 73，974 32，073 43.4 担金

8 使用料及び手 151，019 151，019 71 ，563 47.4 数料

9.悶庫支出金 213，317 109，280 322，597 38，910 12.1 

10.県支出金 178，734 88，550 267，284 23，970 9.0 

11.財産収入 272，833 272，833 47，611 17.5 

12.寄 附 金 1，447 1，447 2，347 162.2 

13.繰 入 金 169，190 169，190 。
14.繰 越 金 46，074 88，342 134，416 134，416 100.0 

15.諸 Wil 入 223，675 223，675 18，276 8.2 

16.盟I {責 662，100 662，100 。
歳入合計 4，651，097 286，172 4，937，269 1，891，261 38.3 

(歳

一離合計地方債現債高

(昭和62年 9月末日現在)

一殻会計図T有期産の状況
昭和62年度特別会計歳入歳出予算執行状況調(昭和62何月末日現在)

(単位:千円)

寄丸 {I' 額

ぷ~、 ~t 名 現計予算審員 歳 入 請託 出

収入済額 収入率 支出演額 執行.$.

国民健康保険特別会計 1，406，342 606，216 43.1% 516，632 36.7% 

老人保健特別会計 967，385 395，812 40.9 417，428 43.2 

収益的 345，341 179，968 52.1 122，900 35.6 

水道事業会計 (収入) 17，447 3，060 17.5 
資本的

(支出) 118，285 35，331 29.9 

(収入) 58，734 24，962 42.5 
地方卸売市場冷凍 JfJ1.益的

(支出) 53，401 21，706 40.6 
冷蔵事業特別会計

資本的 (支出) 5，333 1，785 33.5 

桜道土地区蘭繋理事業特別会計 161，614 1，861 1.2 16，709 10.3 

サイクリン夕、ターミナル事業特別会計 17，280 9，747 56.4 8，221 47.6 

IK 分 jf;金未償還額 機成比

総 務 f賓 290，425千円 7.7% 

保健衛生{責 41，442千円 1.1% 

土 木 {責 2，564，279千円 67.9% 

公営住宅{責 483，675千円 12.8% 

1肖 防 {責 46，270千円 1.2% 

教 育 {責 238，956千円 6.4% 

厚生福祉償 64，400千円 1.7% 

農林水産業償 37，316千円 1.0% 

災苦手復旧事業イ責 5，190千円 0.1% 

特 i5U イ責 2，800千円 0.1% 

メ口入 計 3，774，753千円 100.0% 

(昭和62年 9月末日現在)

土地....・H ・....・H ・"2，061，365.73m'

2 基

1 .行政財産…"435，387.91m'

2 普通財産…1， 625 ，977. 82m' 

⑧建物…...・H ・....・H ・...56，234.04m' 

1 .行政財産…...55，814.35m' 

2.普通財産....・H ・....419.69m'

⑧有価証券・基金・…..470，863子円

1 .有価証券・…・…49，340千円

金…...421，523千円



一
一
日
一

ゆ
か
が
き
た
な
く
な
っ

う
な
あ
、
ぜ
ん
ぶ
た
べ
な
し

な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

や
さ
し
い
あ
お
き
せ
ん
せ
い
は
、
お

こ
ら
な
い
で
「
き
ょ
う
し
つ
に
や
さ
い

ば
た
け
が
で
き
て
い
る
よ
。
」
と
い
っ
て
、

お
と
し
た
や
さ
い
を
う
た
い
な
が
ら
ひ

ろ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ど
う

し
て
お
こ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
お
も
い

ま
し
た
。
ま
さ
き
く
ん
も
ど
ん
な
気
も

ち
だ
っ
た
ろ
う
な
あ
。

も
し
、
は
く
の
た
ん
に
ん
の
せ
ん
せ

い
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
な
あ
と
か

ん
が
え
た
け
れ
ど
も
、
ぼ
く
は
、
ど
う

す
る
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
の
臼
も
つ
ぎ
の
日
も
、
ま
さ
き

く
ん
は
、
た
べ
も
の
を
お
と
す
の
で
、

せ
ん
せ
い
に
「
や
さ
い
ば
た
け
く
ん
」

と
あ
だ
な
を
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
お
も
し
ろ
い
あ
だ
な
だ
な
あ
と
お

も
い
ま
し
た
。

あ
る
臼
、
ま
さ
き
く
ん
は
、
き
ゅ
う

し
ょ
く
を
つ
く
る
お
ば
さ
ん
の
し
ろ
い

な
が
ぐ
っ
を
ひ
ろ
っ
て
と
ど
け
ま
し
た
。

え
ら
い
な
あ
と
お
も
い
ま
し
た
。

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
お
ば
さ
ん
は
、
つ

め
た
く
て
、
ま
っ
か
に
な
っ
た
て
で
、

に
ん
じ
ん
を
、

「
へ
っ
ち
ゃ
ら
、
へ
っ
ち
ゃ
ら
。
」
と
い
っ

て
、
き
り
ま
し
た
。
き
ゅ
う
し
ょ
く
の

お
ば
さ
ん
が
、
へ
っ
ち
ゃ
ら
、
へ
っ
ち

ゃ
ら
と
わ
ら
っ
た
か
お
、
あ
か
く
な
っ

た
て
を
お
も
い
だ
し
、
ま
さ
き
く
ん
は
、

「
ょ
う
し
、
へ
っ
ち
ゃ
h

旬
、
へ
っ
ち
ゃ
〉
句
。
」

と
い
っ
て
、
た
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

よ
か
っ
た
ね
ま
さ
き
く
ん
。
ぽ
く
は
、

と
て
も
、
つ
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

{
評
}
子
ど
も
ら
し
い
、
素
直
な
作
品

で
す
。
り
ょ
う
君
は
、
主
人
公
の

ま
さ
き
者
と
同
じ
気
持
ち
に
な
っ

て
、
考
え
て
い
ま
す
。
わ
が
ま
ま

な
ま
さ
き
君
が
、
や
さ
し
い
先
生

や
給
食
の
お
ば
さ
ん
に
よ
っ
て
、

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
を
読
ん
だ
り
ょ
う
君
も
、
成
長

し
ま
し
た
ね
。

小
中
学
生
演
劇
鑑
賞

濃
劇
マ
パ
ン
ピ
」
葱
鑑
撞
し

l
l
一
ア
レ
ピ
で
は
得
ら
れ
な
い
感
動
l
i

昭和63年2月1日

ーん

つ

コンク

「
に
ん
じ
ん
ピ
ー
マ
ン
一
ね
ん
せ
い
L

を
よ
ん
で

祝
町
小
一
ね
ん
く
ぽ
た
り
ょ
う

ほ
く
も
、
ま
さ
き
く
ん
と
お
な
じ
一

ね
ん
せ
い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
に
ん
じ

ん
と
ピ
ー
マ
ン
が
き
ら
い
で
す
。

う
ち
で
は
、
た
べ
な
い
け
れ
ど
、
き

ゅ
う
し
ょ
く
で
は
が
ん
ば
っ
て
た
べ
て

い
ま
す
。
で
も
、
ま
さ
き
く
ん
は
、
き

ゅ
う
し
ょ
く
で
き
ら
い
な
も
の
が
で
る

と
、
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
ゆ
か
に

ス
プ
ー
ン
で
に
ん
じ
ん
や
じ
ゃ
が
い
も

や
た
ま
ね
ぎ
を
こ
ろ
が
し
て
、
ぜ
ん
ぶ

た
べ
た
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

二
十
一
世
紀
に

向
け
て
生
き
て
働

く
児
童
生
徒
の
育

成
の
た
め
に
、
学

校
教
育
、
家
庭
教

育
、
地
域
社
会
の

果
す
役
割
は
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
特
に
物
質
文

化
に
飽
食
し
て
い

る
現
在
、
い
じ
め
や
登
校
拒
否
の
問
題

な
ど
、
集
団
生
活
の
中
で
の
心
の
問
題

が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
の
が
現
況
で

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
人
一
人
の
児
童
、
生
徒

が
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に

大
洗
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
、
去

る
十
ニ
月
七
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
当
町
の
四
、
五
、
六
年
生
(
八
百

四
十
名
)
及
び
中
学
生
九
七

O
名
を
対

象
に
劇
団
仲
間
に
よ
る
「
パ
ン
ビ
」
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

毎
年
演
劇
鑑
賞
を
通
し
て
高
い
文
化

に
触
れ
地
域
の
後
継
者
で
あ
る
児
章
一
生

徒
の
心
身
の
発
達
を
促
す
よ
い
機
会
で

あ
り
有
意
義
な
催
し
も
の
で
あ
る
と
患

い
ま
す
。

第 1囲

垣頭
玉濃駅器購

踊中に

大
洗
町
中
央
公
民
館
図
書
室
の
利
用

を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
を
ね
ら
い
に
し

て
軒
教
育
委
員
会
で
は
町
内
の
小
中

学
生
を
対
象
に
読
書
感
想
文
を
募
集
し

ま
し
た
。
応
募
作
品
数
出
点
の
中
か
ら
厳
正
な

審
査
の
結
果
別
掲
の
よ
う
に
、
優
秀
賞

3
点
・
入
選
同
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
今
回
と
次
号
の
2
囲

に
わ
た
っ
て
、
優
秀
賞
作
品
の
ご
紹
介

を
い
た
し
ま
す
。

〈
優
秀
賞
〉

低
学
年
く
ほ
た
り
ょ
う

高
学
年
関
根
淳
一

中

学

生

笠

原

理

香

〈
入
選
〉
低
学
年

お
の
せ
め
ぐ
み

(td)

栗
田
あ
い

3
4

高
木
美
穂
(
哨
一

d)

高
学
年

倉
持
箆
奈
(
醐
品
)

加
部
東
あ
や
(
域
」
)

宮
本
郁
子
(
日

A)

中
学
生

川
俣
美
和
(
4
一件)

小
野
瀬
則
仁
(
羽
刊
)

子
供
達
は
、
パ
ン
ピ
が
た
く
ま
し
く

成
長
し
て
い
く
過
程
を
身
を
乗
り
出
し

て
見
て
い
る
姿
は
、
テ
レ
ビ
や
漫
画
で

は
得
ら
れ
な
い
感
動
と
興
奮
を
押
え
切

れ
な
い
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。
パ
ン
ビ

が
大
自
然
の
中
で
自
立
し
て
い
く
様
は

子
供
達
が
今
後
の
成
長
し
て
い
く
中
で

自
律
し
、
自
己
実
現
を
さ
せ
て
い
く
た

め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体

と
な
り
、
将
来
の
展
望
に
立
っ
て
、
子

ど
も
一
人
一
人
に
自
己
教
育
力
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
と
り
ま
し
た
。

(
磯
浜
小
学
校
教
諭
浅
川
克
夫
)

去
る
ロ
月
6
日
冊
、
第
羽
田
一
二
浜
駅

伝
競
走
大
会
(
那
珂
湊
市
・
大
洗
町
・

常
設
村
、
王
催
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
朝
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り

続
く
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た

が
、
選
手
J

の
皆
さ
ん
は
こ
れ
を
も
の
と

も
せ
ず
に
快
走
し
、
若
人
の
意
気
を
示

し
ま
し
た
。

出
場
は
中
学
の
部
門
知
チ
!
ム
、
高
校

の
部
7
チ
i
ム
、
一
般
の
部
お
チ
l
ム

で
、
午
前
日
時
那
珂
湊
の
魚
市
場
前
を

ス
タ
ー
ト
、
中
晶
子
は
7
区
間
部
・

3
キ

ロ
、
高
校
一
般
は
6
区
間
話
・

5
キ
ロ
で

日
頃
き
た
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
本
町
か
ら
は
中
学
の
部
に

一
中
A
-
B
と
南
中
A
-
B
チ
l
ム、

高
校
一
般
の
部
に
原
研
大
洗
チ

i
ム
が

出
場
し
、
健
闘
の
結
果
、
次
の
成
擦
を

収
め
ま
し
た
。

O
中
学
の
部

5
位
大
洗
一
中
A
チ
l
ム

1
時
間
泊
分
出
秒

弘
佼
大
洗
一
中
B
チ
!
ム

1
時
間
弘
分
団
秒

部
位
大
洗
南
中
A
チ
l
ム

1
時
間
部
分
ロ
秒

ぬ
位
大
洗
南
中
n
p
チ
l
ム

1
時
間
泊
分
目
秒

。
一
般
の
部

(
2
部
)

3
位
原
研
大
洗
チ

i
ム

2
時
間
口
分
9
秒

小学校

高学年

L、

祝
町
小
一
年

い
言
葉
で
、
結
こ
ん
を
申
し
込
ん
だ
。
し
い
コ

l
デ
リ
ア
の
一
つ
一
つ
の
言
葉

「
あ
な
た
の
美
し
い
心
は
、
私
に
と
っ
は
、
父
を
思
う
心
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

て
は
、
王
国
よ
り
も
も
っ
と
す
ば
ら
し
二
人
の
姉
妹
が
亡
く
な
っ
た
。
や
は

い
持
参
金
で
す
J

り
神
様
は
悪
を
裁
い
た
の
で
あ
ろ
っ
か
。

棋
院
し
い
心
は
、
お
金
に
代
え
ら
れ
な
い
し
か
し
、
こ
の
世
で
は
い
つ
も
純
真
な

す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
温
か
い
心
や
行
い
が
、
成
功
す
る
と
は

フ
ラ
ン
ス
王
は
知
っ
て
い
た
の
だ
。
き
限
ら
な
い
。
コ

l
デ
リ
ア
の
率
い
る
フ

っ
と
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
は
、
平
和
な
、
ラ
ン
ス
軍
は
、
ブ
リ
テ
ン
箪
に
打
ち
ま

す
ば
ら
し
い
所
な
の
で
し
ょ
う
。
か
さ
れ
、
コ
!
デ
リ
ア
も
殺
さ
れ
て
し

そ
れ
に
ひ
き
か
え
、
二
人
の
姉
達
の
ま
っ
た
の
だ
。

態
度
に
は
と
て
も
腹
が
た
つ
た
。
父
親
神
様
は
、
こ
の
清
ら
か
な
姫
を
、
孝

か
ら
も
ら
う
も
の
は
す
べ
て
も
ら
い
、
行
娘
の
鏡
と
し
て
、
世
の
中
の
人
達
に

王
か
ん
ま
で
取
り
上
げ
て
お
き
な
が
ら
、
一
不
さ
れ
た
そ
う
だ
。
ぽ
く
も
本
当
の
親

忠
実
な
百
人
の
お
供
も
な
く
そ
う
と
し
孝
行
が
何
で
あ
る
か
を
、
こ
の
本
に
よ

て
い
る
。
そ
し
て
姉
と
妹
が
、
親
不
孝
っ
て
、
改
め
て
見
直
す
事
が
で
き
た
。

を
き
そ
い
合
っ
て
、
あ
ん
な
に
優
し
か
口
先
だ
け
で
喜
ば
せ
よ
う
と
し
た
り
、

っ
た
父
親
に
、
思
も
情
け
も
か
け
る
こ
愛
情
を
欲
得
で
考
え
よ
う
と
せ
ず
、
自

と
も
な
く
、
次
々
に
い
じ
わ
る
の
し
は
分
な
り
に
、
分
か
っ
て
も
ら
、
え
る
孝
行

う
だ
い
で
あ
る
。
恩
知
ら
ず
な
子
を
持
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

つ
こ
と
は
、
毒
へ
ビ
に
か
ま
れ
る
よ
り
{
評
}
作
品
を
読
ん
で
感
心
し
た
こ
と

す
る
ど
い
痛
み
だ
と
言
っ
た
り
ア
玉
の
は
、
淳
一
君
が
こ
の
感
想
文
を
喜

一
言
葉
は
、
最
大
の
悲
し
み
を
表
現
し
た
、
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
物
語
の

せ
い
い
っ
ぱ
い
の
言
葉
だ
っ
た
に
ち
が
感
想
を
ま
と
め
た
だ
け
で
な
く
、

い

な

い

。

自

分

自

身

の

人

生

観

を

持

て

た

と

最
後
に
自
分
を
一
番
患
っ
て
い
る
孝
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
読
書
を

行
な
娘
コ

i
デ
リ
ア
に
出
会
っ
た
王
は
、
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し

こ
お
り
つ
い
て
泊
く
な
っ
た
心
を
、
十
い
感
受
性
を
持
つ
大
人
に
な
っ
て

分
に
い
や
す
事
が
出
来
た
は
ず
だ
。
優
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

ら

磯
浜
小
六
年

第
一
中
三
年

リ
ア
王
を
読
ん
で

あ

関

根

淳

磯
浜
小
六
年

川
上
登
行
(
す
料
)

森
田
た
か
し
(
日
」
)

藤
校
裕
子

3d)

お

も
し
人
間
に
、
人
の
心
を
読
み
取
る

カ
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
こ
の
リ
ア
王
も
、

決
し
て
不
幸
せ
に
終
わ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ほ
く
は
、
リ
ア
王
の

考
え
に
二
つ
の
疑
問
を
持
っ
た
。
一
つ

は
、
国
王
た
る
者
が
、
自
分
の
三
人
の

娘
に
、
だ
れ
が
一
番
自
分
を
愛
し
て
い

る
か
を
確
か
め
、
そ
の
愛
情
の
深
さ
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
分
の
領
土

を
分
け
あ
た
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
三

人
の
娘
が
い
る
の
な
ら
、
三
人
に
平
等

に
分
け
る
べ
き
だ
と
思
う
。
愛
情
の
深

さ
は
、
一
長
き
で
測
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
だ
。
二
つ

g
は
、
本
当
の
愛
情
を
、

口
先
だ
け
の
お
世
辞
に
ま
ど
わ
さ
れ
た

た
め
に
、
哀
の
心
を
見
ぬ
け
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
国
王
は
、
ど
ん
な
時
で

も
、
人
を
見
る
心
の

g
を
持
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
、
っ
。
そ
れ
を
誤
っ
た
ば

か
り
に
、
末
娘
の
コ

l~ア
リ
ア
の
清
ら
か

な
優
し
い
人
格
を
見
ぬ
く
事
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
何
も
も
ら
う
事
が

出
来
ず
、
何
の
財
産
も
な
い
コ

l
デ
リ
ア

に
、
フ
ラ
ン
ス
王
は
こ
ん
な
す
ば
ら
し

お

川
上
美
千
恵
(
国

A)

鴨
川
友
子

ad)

関
由
美
子
(
苦
杯
)

一
、
金
二
万
円
也

大
洗
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

原

政

一

殿

大
洗
町
総
合
運
動
公
園
建
設
費
の

一
部
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

小
、
沼
由
美
(
4
一件)

鈴
木
由
香
(
璃
押
)

り
ト
ン
汁
が
用
意
さ
れ
、
育
ち
盛
り
の

選
手
は
、
顔
を
赤
く
し
な
が
ら
何
杯
も

お
か
わ
り
す
る
な
ど
、
印
象
的
な
光
景

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
各
学
年
毎
の
優
勝
者

幼
・
小
1
の
部
山
田
歩
(
大
)

小
2
の
部
藤
本
和
将
(
勝
)

小
3
の
部
谷
口
雅
紀
(
内
)

小
4
の

部

杉

山

剛

(

大

)

小
5
の
部
大
川
博
文
(
勝
)

小
6
の
部
大
堀
竜
二
(
勝
)

中
ー
の
部
初
回
勝
則
(
明
光
中
)

市

T
2
の
部
野
口
敏
男
(
明
光
中
)

中
3
の
部
関
口
俊
一
二
(
大
洗
一
中
)

第
2
回
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会

が
去
る
日
月
沼
日
に
大
洗
一
中
格
技
場

で
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
洗
町
柔
道
連
盟
(
高
橋
忠

幸
会
長
)
が
主
催
し
行
な
わ
れ
た
も
の

で、

4
町
か
ら
小
学
生
町
人
、
中
学
生

的
人
が
参
加
し
、
個
人
戦
・
団
体
戦
(
中

学
校
7
校
に
よ
る
対
抗
戦
)
に
分
か
れ

て
熱
い
闘
い
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
女
子
で
自
分
よ
り
体
の

大
き
い
男
子
を
「
ヤ
ッ

i
」
と
気
合
い

も
鋭
く
投
げ
倒
し
た
時
は
、
会
場
が
割

れ
ん
ば
か
り
の
大
き
な
声
援
と
拍
手
が

わ
き
起
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
は
後
援
会
の
父
母
に
よ

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
本
年
も
二
、
七
五
八
、

一
五

O
円
の
御
寄
附
を
い
た
だ
き
、
町

内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
内
の
み
な

さ
ま
の
深
い
御
協
力
の
賜
物
と
心
か
ら

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
に
よ
り
こ
の
度
、
日

本
赤
十
字
社
茨
城
支
部
よ
り
「
赤
十
字

救
援
車
」
一
ム
口
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

の
で
調
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
こ
の
車
は
災
官
官
救
護
、
身
体
障

害
者
の
援
助
、
青
少
年
の
健
全
育
成
等

に
鴻
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
、
鳥
の
子
扉
風
一
双

(
四
十
万
円
相
当
)

医

名

希

望

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
用
備
品
と
し

て
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
団
体
の
部
大
洗
第
一
中
学
校

〔設〕(
大
)
大
洗
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

(
内
)
内
原
町
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間

(
勝
)
勝
武
館

百
枚

老
人
ク
ラ
ブ
永
寿
会

会

長

堀

江

清

殿

各
保
育
所
用
と
し
て
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

幸佐

布

事
時
十
字
救
援
車

寄
贈
さ
る

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
臼
頃
赤
十
字

社
費
運
動
に
対
し
深
い
御
理
解
と
制
御

(3)第194号



間
昭
一
品
開
関
税
の
申
告
受
付
金
場
記
つ
い

第194号 (4)

昭
和
臼
年
度
の
町
県
民
税
の
申
告
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。
別
表
の
と
お
り

会

場

消
防
団
第

4
分
間
詰
所

東
地
区
集
会
所

髭
一
金
会
館

大
賞
集
会
所

角
一
集
会
所

神
山
集
落
セ
ン
タ
ー

松
川
集
落
セ
ン
タ
ー

農
業
会
館

期

日

2
月
時
門
口
(
火

2
月
げ
日
(
水
)

2
月
日
日
(
木
)

2
月
間
印
臼
(
金
)

2
月
辺
臼
(
月
)

2
同月お
8
(
火
)

2
月
初
口
三
月
)

※
受
付
時
間

出
張
受
付
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
間
設

答
り
の
会
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

逮

絡

先

(
m
w
)
5
9
7
8
 

(
町
山

)
4
6
1
4

(
侃

)
0
2
8
2

飛
田
金
次

小

形

鬼
沢
弘
毅

米
川
川
智

農

協

(
切

)
5
9
7
6

(
訂

)
4
0
8
8

(
幻

)
4
6
8
2

(
白
山

)
2
6
6
3

午
前
9
時
却
分
1
午
後
4
時
ま
で

所
得
税
の
櫨
盟
申
告
諒
正
し
く
お
車
め
に

~" 

昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限

は
一
一
一
月
十
五
日
(
火
)
で
す
が
、
期
限
間

近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑

し
、
落
ち
つ
い
て
相
談
で
き
な
か
っ
た

り
、
戸
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
確
定

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

下
さ
い
。
特
に
最
終
日
の
三
月
十
五
日

確
定
申
告
納
税
椙
談
臼
程
表

らあお

会

場

文
化
セ
ン
タ
ー
会
議
室

期

日

2
月
M
日
(
水
)

2
丹
市
ぬ
日
(
木
)

2
月
中
ぬ
臼
(
金
)

3
同月
1
日
(
火
)

3
月
2
8
(
水
)

お

れ一一一一一一催し

は
一
層
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
期
申
告
に
榔
協
力
下
さ
い
。

犯

当

時

間

同

水
戸
税
務
箸
一
午
前
9
持
l
午
後
4
時
ま
で

水税

2理
" 1仰!国士
会
員会

午
居。
10 
時

午
後
3 
待
ま
で

ご
案
舟

ぬ
い
ぐ
る
み
人
形
劇

吋@ 

期

日

蓄量

開

7寅

昭和63.1f.2 F.I 1 El 

験
入
場
料

前
売
料
金

当
日
料
金

※

3
才
以
上
は
有
料
で
す
。

(
二
部
の
み
自
由
席
)

禦民受通災害共済iこ加入しきましょう/
;三月 1日(月)より63年度加入受付開始

大洗町における交通事故は昭和62年中84件発生し、死者1名・傷者は 118人
になっております。原因は、わき見運転が最も多く事故の内容は青年ドライ

ノ〈ーや二輪車・自転車・歩行者(特に老人と子供)に増えている現況です。
大洗院の共済加入者数は6，080人 (12月末現可(1'28.4%)ですが、この内40人
の方が共済金を受けております。もちろんバイクや自転車等向転倒による n
損行為についても共済金が支払われておリます。

万一の場合にそなえ、家族全員カ、県民交通災害共済に加入しましょう o

l 共済期間 昭和63年 4月 1日より昭和64年 3月31日向 1年間
2 会 費大人900円ー中学生以下 (S48.4.2以降出生省)500円
3 見舞金

4 対象となる交通事故
① 道路上を運行中的自
動車・バイク・自転車

等の接触ー衝突ー転手存・

転覆などの事伎による

タE韓正。
(例えば二輪車ー向転

車に乗って転倒した時、

歩行中自転車により接

触されてケがした場合

や自転車後部座席の足

の巻き込み事故等も含

まれます。)

② 踏切遂における電車等との接触・構突・その他これに織する人的死傷。
5 加入申込方法 別紙「県民交通災筈決消加入申込書J と「会費J を添えて
大洗町役場(総務課・交通係)に申込んで下さい。(印鑑は不用です。)
諜申込書季は、切り離したり汚きないで下さい。

6- 出張加入受付日程(都合的良い場所で手続をして下さい。)

月日(耀) 1 場 所 i時間|町内名
2月16日(火)1第 1分図詰所 I9:30-16:00 I明神町一丁目・二丁目
2月 17自体 第 5 分間詰所 1 /1寺釜・舟波・蔵前・上宿・中宿

2月18町《 第 Z 分団詰所 1 /1仲町・金沢町・新町通町

2月19日幽 1角一集落センタ /1 1南北清水角 ー事業団住宅(寮)

2月22日(月)1髭 釜 会 館/1 I永匝7・髭釜町
1 第 7分団詰所 19:30-12:001夏海地区

第 8分毘詰所 113:30-16:001神山・川口

第 4分団詰所 19:30-16:001祝町地区

松 111集落センタ-1 9:30-12:沢松地区

東光台地区公民館 113:30-16:( 東光台地区

全加入者の共済期間が3月31日で終了します。
お早呂に加入手続をしましょう/

団体で加入する方法(職場内10名以上・学校)もありますので下記にご相談下さい。
噛お問合せは、大洗町役場(総務課・交通係密67-5111・⑧26番)へ

等級 災 害 区 分 見舞金額

1 7E L 100万円
2 治療実日数181日以上の障害 30万河
3 治療実臼数151日以上の障筈 25万円
4 治療実日数121日以上の際寄 20万円
5 治療実臼数 91日以上の障害 15万円
6 治療実日数 61日以上の障害 107J円
7 治療実臼数 41日以上の障害 8万円
8 治療実臼数 21日以上の障害 6万円
9 治療実包数 8沼以上的障害 3万円
10 治療実日数 38以上の際筈 2万円
身障 1級 2級該当 50万円
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丹分行事予定表

澱催場所| 催 事 内 容
ホ ー ル|融街全国大会実行委員会主催による磯節金恩大会の

l子選会

大洗町音楽協会主催による町民コンサート

大洗町・大洗町教育委員会主f盛による文化講横金
(講師泉雅子)

大洗町青色申告会主催による所得税確定申告指導会

嘉戸地区交通安全協会主催による運転免許更新時円
習会

大洗町役場税務課主催による確定申告納税相談

メミおt刃[1ιセンタ 主三千甚によるぬし、ぐる A ミュージカ
ノレ人形劇的公槙

2月23日(刈

2月248やぬ

2月25包材斗

ノレ

ホ/レ

大芸議釜

大会議室

大会議室

ホ

ホ

大洗文化センター

催事名

第 9図機筋金属大会予選会

第 4 回町民コンサ ト

第 5回大洗町文化講演会

所得税確定申告取まとめ指導会

連転免許更新時講習会

確定申告納税相談

し、くするみ人形劇
， 7 1'1<の子二ゃぎと狼J 公 i寅

開始時間

10: 00 

13: 00 

18: 30 

9 : 30 

9 : 30 

9 : 00 

10: 00 
14: 00 

関僕日

2月 6 日(土)
2月 7 日(日)

2月14B(日)

2月18日(木)

2月23日(火)

2月24B (水)
2月25日(オミ)
2丹26日(金)

2月27日(土) ノレ

「
み
ん
な
揃
っ
て
明
る
い
お
正
月
を

迎
え
ま
し
ょ
う
」
を
合
い
言
葉
に
、
毎

年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
は
、
町
民
の
皆
様
が
た
の
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
大
き
な
実

績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
も
総
額

二
、
四
八

O
、
八
七
三
円
も
の
義
損
金
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
、
こ
れ
は
保
育
関

児
や
児
童
・
生
徒
会
活
動
、
職
場
団
体

等
で
の
一
円
五
募
金
運
動
に
よ
り
集
め

ら
れ
た
も
の
の
他
、
多
く
の
個
人
・
団

体
か
ら
事
務
局
に
届
け
ら
れ
た
も
の
で

す。
こ
れ
ら
の
尊
い
義
損
金
は
、
早
速
町

心温たまる義損金

2，~基80事8宮3開

内
の
生
活
問
窮
世
帯
や
母
子
・
老
人
等

間
窮
世
帯
、
在
宅
身
心
障
害
児
等
に
は

民
生
委
員
を
通
じ
て
、
ま
た
老
人
ホ
ー

ム
・
障
害
児
者
総
設
・
児
童
養
護
施
設

等
の
入
所
者
に
対
し
て
は
郵
送
に
て
お

届
け
い
た
し
ま
し
た
。

受
け
と
ら
れ
た
方
々
か
ら
は
、
皆
様

方
の
善
意
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
と

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
別
途

報
告
書
に
よ
り
完
了
報
告
を
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭和62年産歳末たすけあい運動寄付者名簿
寄付金額 釘IZ名 寄 イす 者 (代表者名) 寄付金額 自T区名 寄 fす 者 (代表者名) 寄付金額 自TIZ名 寄 付 者 (代表者名)

II ，685 大(大洗洗町観商光工旅会館観組光合部会大洗民宿組合) 10，000 坂本文具庖 20，000 恵泉保育劉保護者会

5，000 明10神町区 小沼吉夫 5，000 前島友三 10，0∞ 大貫恵泉教会

10，000 東光台 清野寿子 1，257 農林水産課 3，161 文化センター

20，000 大洗たばこ小売人組合代表荻泊政太郎 13，000 倫理研究所磯浜実践部 10，000 髭10の2 原田 締

10，000 岩城印刷所 5，0日3 倫理研究所新道実践部 14，791 大賞婦人会 代表高野みね!

10，000 司時 iE ム五 代表関根平吉 10，000 大 扇 A Zミ 91，673 1.1¥研大洗研究所
20，000 大洗丸鮮組合 代表木村義 18，187 大洗町商工会 建工業設部業部会会代表代表高塙崎誠主抽主 20，000 大洗常澄飲食后組合 代表関根喜八郎

20，000 7)レハ 7 水産 代表海野繁夫 10，000 倫理研究所大洗実践部 10，000 ひじり保育園父母町会

10，000 大洗町学校薬剤師会 代表関昭一郎 10，000 議 友 ムコロ 代表小沼 昇 10，000 ひじり保育罰職員一同

150，000 i'!i光院壇徒陪 10，000 ⑮大洗鮮魚商組合 33，118 磯浜婦人会 代表楠山美代子

10，000 式洗町選挙管理委員会 3，000 神山寿会 代表井上幸夫 50，000 大洗フラワスタンブ会代表 沼山伸三郎

10，000 大洗薬業会 代表関昭一郎 30，000 桧山栄次郎 100，000 大洗遊技場組合 代表本泊幸敬

10，000 新匝I 茂木清文 10，000 制7 ルアイ洋品広 31，267 町立夏梅小学校

36，000 大洗町民生委員協議会 10，000 五 g、 代表桧山芳和 10，000 明石ウタ

10，000 北2清水区 鈴木美代吉 5，000 みとや洋品后 14，771 明石保育慰児一向

1，209 髭 Z区 片山喜代志、 10，000 大洗わんさ会 代表大賞節也 1，265 町立祝町小学校職員一向

10，000 寺主在 'J、沼清治 5，000 倫理研究所祝町支舎 6，921 町立祝町小学校児童会

1，076 近藤 10，000 東町商庖会 代表本多保雄 33，800 商工会婦人部 代表木ノ本和枝

20，000 守屋 UJ 戸フミ子 5，000 友 会 代表本多保雄 41，500 大洗ゴルフ倶楽部

ぷ
大洗町身体障害者福祉協会 30，000 マミ きかげん 13，175 第一保脊所

竜ヶ締市 雨沢庄吉 20，000 大洗浩気館 代表露沼勝明 66，301 動力炉核燃料開発事業団

北清水1区町内全 代表関根忠丈 8，639 大洗町母子福祉会 代表小池トン子 27，924 匝I立大貫小学校
方1く 倒区T 半凹好 10，000 大洗給金協業組合 代表小沼太一郎 50，000 大洗ロ タワークラブ

大洗くらしの会 代表石井きみ 10，000 大洗菓子工業組合 代表井川i 守 30，000 乾 ム3ス 代表 111上祥失
10，000 高崎誠寿 10，000 消妨第五分間 代表井川 守 15，000 桂 d玄b、 代表志鳥融光

1，534 南1rH水IR 水島 牙日ミ 100，000 大洗タ ミナノレ株式会社 970 3 石田いと
10，000 茨交大洗ホテル 5，000 松 寿 ~弐 代表小野瀬一男 20，000 常陽銀行大洗支r，5行員一向

10，000 石山 修 30，000 大洗町青少年栢談員連絡協議会 20，000 滝口保宥罰 滝口立子

50，000 親交納税貯蓄組合 代表小野瀬一土 30，000 情7与左エ門商庖 代表関藤四郎 2日，000 滝口保育問父母町会

10，000 ひかりカメラ庖 中山光明 70，000 大洗町親交クラブ 5日，000 大洗埠頭開発株式会社

50，000 大洗ライオンズクラブ代表自国一郎 50，000 大洗極小売組合 代表大久保英雄 干うどん 67 把 小沼 誠

20，000 大洗ライオネスクラブ代表高木貞子 30，000 大洗神輿荒磯会 代表小松締亨 7，544 町立大洗第一中学校

68，980 明寿会代表高橋兼吉外88名 24，780 青年会議所 代表 111崎貢 10，000 大洗常澄ガス協同組合代表悶沢久夫

10，000 明神町 高橋兼吉 10，000 一一隆会 代表大貫美喜男 10，000 角ー 辻 彦三8グ)1
7，978 夏海婦人会 代表思口その江 10，0∞ 大洗害事選クラブ 代表小沼子{出 3，000 東光台 /11俣 清

15，835 銀座美容室 63，000 大洗米穀蕗総合 代表広木繁夫 49，000 罰T立磯浜小学校児童会
100，∞o 合資会社大 進 50，000 大洗サ ピス会 代表今関忠雄

10，000 肥間三男四 20，000 恵泉保育燈 代表重実静枝

10，000 渦!朝会代表古川幸次郎外16名 5，000 恵泉保育麹職員一同 合計 117件 2，480，873円
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